
朝霞市市政モニター設置要綱 

 

（設置） 

第１条 市政に対する市民の意見や要望を聴取することで、市民の市政へ

の関心を高め、市民参加を促進するとともに、市民ニーズの把握及び行

政効果の測定を行うことにより、これを広く市政に反映させるため、市

政モニター（以下「モニター」という。）を置く。 

（職務） 

第２条 モニターの職務は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 市政に関するアンケート調査に回答すること。 

(２) 市の広報に関するアンケート調査に回答すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。 

（定数） 

第３条 モニターの定数は、４００人以内とする。 

（要件） 

第４条 モニターの登録を受けることができる者は、募集年度の４月１日

現在満１８歳以上で、市内に住所を有する者とする。ただし、次の各号

のいずれかに該当する者を除く。 

(１) 朝霞市職員。ただし、会計年度任用職員を除く。 

(２) 朝霞市議会議員 

（募集及び登録） 

第５条 市長は、前条に規定する要件を満たす者からモニターを募集し、

地域、年齢、性別等を考慮した上で適当と認める者を選任し、モニター

として登録するものとする。 

２ 前項の規定により登録されたモニターが第３条に規定する定数に満た

ないときは、不足するモニターについて前条に規定する要件を満たす者

から先着順に登録することができるものとする。 

（登録期間） 

第６条 前条第１項の規定により登録を受けた者に係る登録期間は、登録

を受けた日から２年間とし、同条第２項の規定により登録を受けた者に

係る登録期間は、登録を受けた日から当該日の属する年度の翌年度の３

月３１日までとする。 

（禁止行為） 

第７条 モニターは、次に掲げる行為を行ってはならない。 

(１) モニターの登録において、虚偽の内容により応募する行為 

(２) アンケートの回答において、集計を妨げる内容を回答する行為 



（登録の取消） 

第８条 モニターが次の各号のいずれかに該当するときは、登録を取り消

すものとする。 

(１) モニターが前条に規定する行為を行ったとき。 

(２) モニターが第４条に規定する要件を満たさなくなったとき。 

(３) モニターが辞任を申し出たとき。 

(４) モニターの職務を遂行できない事由が生じたと市長が認めるとき。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、モニターとして適当でないと市長が

認めるとき。 

（費用負担） 

第９条 モニターが電子メール及びインターネットを使用する場合、第２

条に規定する職務を行うために要する通信費は、当該モニターが負担す

る。 

（庶務） 

第１０条 その他モニターに関する事務は、市政情報課において処理する。 

（委任） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和２年９月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際現に登録を受けているこの要綱による改正前の朝

霞市市政モニター設置要綱第４条のモニターは、その登録期間の満了ま

での間に限り、なお従前の例により登録を受けるものとする。 

 


